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This study investigated the distribution and current status 
of vacant houses in Omuta City, Fukuoka Prefecture, which 
experiences a sharp decline in population. We selected some 
vacant houses, and analyzed the characteristics of vacant 
house management and owners’ intentions to utilize their 
vacant houses. Then, we explored the factors that impede 
the utilization of the vacant houses. Furtherly, we analyzed 
the relationship between the management status and 
owners’ intention of utilization, categorized different means 
of utilization, and discussed the strategies to facilitate 

























































Obstacles of utilization of vacant houses seen from management and house owners’ intention in the 
provincial city 
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図5 維持・管理の内容(複数回答)  
（作成：筆者，2016年） 
図 6 維持・管理の頻度 （作成：筆者，2016年） 

















図8 維持・管理で困っていること (複数回答)  
（作成：筆者，2016年） 















1,539 件（ 65.97% ）であり，次いで 2 階建てが 788 件
（33.78%），3階建ては5件（0.21%），4階建て以上はなかっ
た。「3．道路状況」は車の出入りが可能な敷地の空き家は

















































図 3 空き家になっている期間（作成：筆者，2016年） 
図 4 空き家になった要因（作成：筆者，2016年） 
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図 15 活用意向の分類（作成：筆者，2016年） 






































図 11 活用について困っていること（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
図 12 空き家の管理・活用に関する要望（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
図 13 空き家の第三者への提供について（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
図 14 貸与の条件について（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
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図 19 維持・管理で困っていること（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
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図 19 維持・管理で困っていること（複数回答） 
（作成：筆者，2016年） 
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12) 平成 27 年の空き家等対策の推進に関する特別措置法が施行され，
行政が固定資産税情報の内部利用が可能となったことにより，空
き家所有者を対象とした本調査が実施可能となった。 
13) Ａ，Ｂランクの合計 1,982 件のうち 1,603 件の所有者が特定できた
一方で 379 件が特定できなかった。 
































































































の弱体化などが原因となり，昭和 34 年に 20 万人を超えていた人口
が，その後，約50年間に渡り減少を続けている。大牟田市は，人口
121,630 人のうち 65 歳以上の高齢者数が 39,365 人であり，高齢化




塊の世代が 75 歳になる 2025 年にはその数が一気に急増することが
予想されている。また世帯別で見ると，全世帯数57,354世帯のうち，

























付図 1 大牟田市の位置図 
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